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論文の内容の要旨
　本論文は，等脚目に属する魚類寄生性小型甲殻類シカツノウミクワガタの生活史，個体群動態および繁殖特性
など基本的な生態を明らかにしたものである一。
　等脚目内には多様な寄生性の種群が存在するが，海底の生息基質を利用する時期と魚類に寄生する時期の2つ
のフェーズをもつとみられるウミクワガタ類の生活史はその中にあってもきわめて特異である。しかしながら従
来，ウミクワガタ類に関する生態学的知見は断片的で，大西洋および南極海に産する種に限定されていた。本論
文では，伊豆半島下田の岩礁性潮聞帯において長期にわたる野外調査を行い，潮問帯に生息する海綿の1種，ク
ロイソカイメンに内在するシカツノウミクワガタの基本的な生態，特に生活史，個体群動態および繁殖特性を明
らかにした。これは太平洋産のウミクワガタ類の生態についての最初の報告であるとともに，ウミクワガタ類の
生態学的特徴を包括的に検討したものとしても初めての業績である。
　本論文第1章においては，クロイソカイメンの群体の野外における成長様式および死亡率を示し，シカツノウ
ミクワガタの生息基質としての持続性，安定性について考察した。このカイメンの群体の被度は季節的に増減し
たが，その成長および衰退の速度は遅かった。また，このカイメンが少なくとも3年以上の寿命を有し，その死
亡率が極めて低いことも明らかとなった。これらの結果から，このカイメンはシカツノウミクワガタにとって長
期間利用可能な安定した基質であると推定した。
　第2章では，クロイソカイメン群体のサイズと潮問帯上の高さがシカッノウミクワガタの分布に与える影響を
吟味した。その結果，シカッノウミクワガタの成体は，潮問帯上の高さに関わりなく，カイメン群体中に一定の
密度で生息するのに対し，幼生は平均海水面と一致する高さにある小型の海綿群体に密集する傾向が認められた。
このような分布様式の差は幼生一と成体の生活型の違いに起因するものと考えた。
　第3章では，野外調査の結果にもとづき，シカツノウミクワガタの生活環を解明するとともに個体群動態につ
いて解析を行った。このウミクワガタは周年クロイソカイメン中に生息しており，成体雌が出現する春から秋に
顕著な密度増加がみられた。体長組成分析の結果，このウミクワガタは3回脱皮して成熟し，その後は脱皮を行
わないものと控定された。この推定にもとづき，幼生の密度変動を成長段階毎に検討したところ，春から秋にか
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けて，1．5～2か月間隔で3～4の顕著なピークが観察された。また，成体雌を育房中の胚の状態によって6つの
繁殖ステージに区分したところ，それらの密度変動グラフ中にも同様のピークがみられた。それぞれのピークは
世代を示すもので，このウミクワガタの世代時間は1．5～2か月であり，春から秋までに3～4の世代があると考
えられた。成熟までの脱皮回数と期聞を確かめるために行った室内飼育実験の結果は，野外の個体群での結果を
支持するものであった。
　最後に第4章において，シカツノウミクワガタの成雌の繁殖特性の季節変化を考察した。繁殖投資量の指標と
しての，雌の体サイズに対する一腹卵容量には，有意な季節差はみられなかった。雌の体サイズは春から夏にか
けて増大した後，減少する傾向があり，一腹卵数も雌の体サイズと同様の季節変化をしたが，夏から秋に出現し
た雌は体サイズに対して卵数が少なかった。一方，卵サイズは春から秋にかけて増大していたことから，このウ
ミクワガタの雌は春には小卵多産であったが，秋には大卵少産になったといえる。これらの繁殖特性の変化は水
温の変化および餌資源である寄生の魚類の動態と関連しているものと推定した。
審査の結果の要旨
　本研究は，等脚類ウミクワガタ亜目の1種の地域個体群について長期にわたる野外調査および飼育実験を行い，
生息基質としてのカイメンと摂餌のための魚類の間を往来する生活史，冬期に雌が消失する特徴的な個体群動態，
および季節性のある繁殖特性などの詳細を初めて明らかにしたものである。本論文は，博士論文として十分に独
創的な労作であり，この分野における学界への貢献が大いにあると認められる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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